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No. 質問 超音波検査 乳房専用PET検査 マンモグラフィ検査

1
検査機器の特徴は何
ですか？

プローブ（探触子）から発生する超
音波を臓器に当てて、はね返ってく
る音波を画像にし、内部を観察しま
す。小さな病変も見つけることが可
能です。乳腺の発達した若い人で
は、マンモグラフィよりも診断しやす
い場合があります。

乳房に特化したさらに精密なPET検
査です。通常の全身PET検査より小
さな病変が検出可能です。全身の
PET/CT検査との併用になります。
乳腺のみのPET検査はおこなってお
りません。

乳房専用のX線撮影装置です。現
在、乳がんの診断でもっとも一般的
な検査です。国、自治体の対策型
検診に導入されています。腫瘤(しこ
り)の他に、しこりを触れないがんを
石灰化などで発見できることがあり
ます。閉経後や高齢者の乳房に向
いています。

2
苦手な部分や欠点は
ありますか？

やや時間のかかる検査です。検査
する人の技量が影響しやすい検査
と言えます。

放射性薬剤（FDG）を注射するた
め、全身の被ばくは避けることがで
きません。まれに腫瘍によっては
FDG集積がみられないことがありま
す。

乳房を圧迫するので、痛みを伴う場
合があります。乳腺が発達している
若い人、高濃度乳腺の場合は診断
が困難な場合があります。

3
どのように検査するの
ですか？

乳房にゼリーを塗りプローブ(探触
子)を当てて検査します。

うつ伏せの状態で両側の乳房を片
方ずつ検出器ホールの中に入れ、
圧迫をせずに検査を行います。

立位にて左右の乳房を片方ずつ、
平らな板で挟んで、撮影します。

4
被ばく線量が気になる
のですが・・

被ばくはありません。

全身のPET/CT検査との併用になり
ますので、乳房専用PET検査を追加
することにより被ばくが増えることは
ありません。

約0.3ｍSv（ミリシーベルト）です。
ただし、圧迫した乳房の厚さによっ
て異なります。
（※自然放射線による被ばく線量
は、世界平均で年平均2.4ｍSv＜原
子放射線の影響に関する国連科学
委員会＞）

5
ペースメーカー挿入中
でも検査は受けること
ができますか？

検査できません（植込み型除細動
器を挿入されている方も含む）。胸
部にリザーバー（ポート）やシャント・
カテーテルを挿入されている方も検
査できません。

6

豊胸術（ヒアルロン酸
注入や脂肪注入な
ど）・乳房インプラント
（シリコンバッグや生
食バッグなど）をして
いても検査できます
か？

検査できません。

7

豊胸手術後、どのくら
いの期間を空けたら
受ける事ができます
か？

検査できません。

8
乳房部分切除術後も
検査を受けることがで
きますか？

9
乳房全摘術・再建術
後も検査を受ける事
ができますか？

検査できます。
乳房全摘術・再建術をされている方
は、術後部位の局所再発、周囲リン
パ節の確認を行います。

両側乳房全摘術・再建術をされてい
る方は検査できません。
片側乳房全摘術をされている方は、
健側乳房の撮影を行います。
片側乳房再建術をされている方は、
再建後の乳房も含め、両側乳房の
撮影を行います。

両側乳房全摘術・再建術をされてい
る方は検査できません。
片側乳房全摘術・再建術をされてい
る方は、健側乳房の撮影のみ行い
ます。

10
断乳後、どのくらいの
期間を空ければ受け
ることはできますか？

授乳中（断乳後6か月未満）の方は
検査できません。

11
出産後など、女性ホル
モンによる検査への
影響はありますか？

12
月経や排卵期によっ
て検査に影響はあり
ますか？

13
検査の所要時間はど
のくらいですか？

約20分です。 片側約10分です。 約20分です。

14

乳房専用PET検査を
すれば超音波検査や
マンモグラフィ検査は
しなくてもよいです
か？

15

マンモグラフィ検査・超
音波検査を受けたば
かりでも、乳房専用
PET検査を受けた方
がいいですか？被ばく
線量に問題はありま
すか？

16
毎年検査をした方が
よいですか？

17
女性スタッフが検査を
担当してくれますか？

PET検査で発見しにくいがんがあるのと同様に、乳房専用PET検査でも見つけにくい乳がん（活動性の低いも
のなど）がありますので、検査特性の異なる超音波検査やマンモグラフィ検査と組み合わせることが大切です。

検査を併用することにより、乳がんの発見率が高くなります。乳房専用PET検査については、全身PET検査と併
用しますので、乳腺以外の癌が発見されることもあります。最初に投与したFDGで全身も乳房も評価することが
できるため、被ばく量は全身PET検査のみと同じです。（検査1回当たりの被ばく線量はPETが約3mSv、CTが約
10mSv）

ご自身に乳がん、卵巣がんの既往のある方、遺伝性乳がんの方、遺伝性乳がんの可能性が高いなどハイリス
クの方は毎年の検査をおすすめします。そうでない場合は通常の検診に準じます。

はい。乳房超音波検査、乳房専用PET検査、マンモグラフィ検査はすべて、女性のスタッフが対応いたします。

画像への影響があるので、
断乳後3か月あけてからの検査をおすすめします。

画像への影響があるので、6か月後の検査をおすすめします。

多少影響しますが、診断には問題ありません。

素材に関係なく検査は可能ですが、素材によっては画像に影響を及ぼす
場合があります。

術後の画像への影響があるので、豊胸術から少なくとも3か月経ってから
をおすすめします。

検査できます。

検査できます。
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